
体育館にエアコンを！体育館にエアコンを！
一般質問などでたびたび取り上げられてきた体育館へのエアコン設置が一般質問などでたびたび取り上げられてきた体育館へのエアコン設置が

ついに実現！ついに実現！

　小学校・中学校の体育館や校庭などにおける室外活動は、暑さ指数（WBGT）を基準に制限しており、近年の猛暑に
より体育の授業が実施できないケースが見られる。
　学校体育館は児童生徒の学習の場であるとともに、災害時には地域住民の避難所として使用する施設であることから、
空調設備整備を行うため、令和８年度は空調方式の検討や整備方針を定める設計業務を行い、令和９年度から段階的に
冷暖房設備の設置工事を行っていく。

小学校・中学校の体育館空調設備基本設計　１億58万円

　竣工から34年目を迎える、総合福
祉センターは外壁の脱落や雨漏りなど
老朽化が進行しており、計画的な改修
が必要な状況となっている。
　令和６年度の社会福祉協議会等の事
業所の利用者および一般利用者の延べ
数は75,344人となっており、今後も
安全に利用できるように施設機能の維
持・改善を図るため改修を行う。令和
８年度は外部改修、令和９年度は外部
改修に加え内部改修を行う予定。

福祉活動や憩いの場である総合福祉センターをきれいに福祉活動や憩いの場である総合福祉センターをきれいに

財源の構成は？

総合福祉センターを改修する　２億3219万円

８年度は全体工事費のうちの４割程度の２億3200万円を計上している。
市の地域福祉基金から 2329万 7000 円を繰り入れ、残りは改修事業債
で賄う予定。９年度は未定だが、同じような構成になる見込み。

天井には雨漏りでできた染みができている

壁紙がはがれた事務室

全 13校に設置が完了するのはいつ頃か？
国の補助金の採択状況など現時点では工期は未定。
８年度は設計を行い、その後極力期間をかけずに段
階的に整備を行っていく予定。

補助金など財源の確保は？
空調設備整備臨時特例交付金は、断熱改修と空調整
備費用が補助の対象となる。これらの補助金を活用
して実施していくことを検討している。
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令和８年度一般会計予算　334億 7424万円

特集 新年度予算

将来への投資を積極的に進める将来への投資を積極的に進める
　　　　　　　未来志向の予算編成　　　　　　　未来志向の予算編成

可
決

前年度比　４億800万円増前年度比　４億800万円増

歳入の財源の割合

自主財源自主財源
（市税など）（市税など）

52%52%

依存財源依存財源
（国庫支出金など）（国庫支出金など）

48%48%

　自主財源とは、市税や固定資産税など自主的に収入し得る財源をいい、依存財源とは、国や県の決定により交付
または割り当てされる収入のことをいいます。自主財源が多いほど財政が安定していると言えます。

牛久沼活用事業の内容は。
牛久沼の水面を利用した遊び・体験などを中心とし
た、市民参加型のイベントを予定している。

スポーツ協会等の冠大会の記念事業交付金の内容は。
各団体へ冠大会実施希望の意向調査を実施したとこ
ろ、27団体より開催の申し出があった。交付金は
１団体あたり 10万円を上限とし、各大会の景品の
費用に充当してもらう。

予算常任委員会の質疑から

■ 40周年記念式典
■スポーツ協会・少年団冠大会開催
■連節バス運行事業
■第九コンサート開催
■牛久沼活用事業
■フォトコンテスト開催
■としょかんまつり講演会
■ 40周年記念給食実施
■なんでも鑑定団開催
■キューちゃん新デザイン公募

事業内容

増額の主な要因

■障害者・障害児給付費、総合福祉センター長寿命
化工事

■小中学校体育館への空調設置の設計費
■道路照明灯・公園照明灯の LED化更新
■清掃工場維持補修工事費

令和８年度の主な事業

■市制施行 40周年記念事業（1542万円）
■「親子特区‼うしく」の推進（757万円）
■小中学校の体育館空調整備基本実施設計（１億58
万円）

■牛久シャトー事業再生（770万円）
■公立保育園登園システム・電子版母子手帳アプリ
導入（856万円）

市制施行 40周年記念事業市制施行 40周年記念事業　1542 万円　1542 万円 ～ 40年のありがとうを未来へ～～ 40年のありがとうを未来へ～
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　３月 23 日から 25 日までの３日間にわたり、新年度予算について審査しました。市長をはじめ市執行部に出席いただき、
数多くの質疑を行いました。その中の一部をお知らせします。

新年度予算審査新年度予算審査ここが聞きたい！

企業誘致を促進する　534万円
　企業誘致は、新たな雇用創出や税収増加など地域の経済を活性化させる重要な手段であり、しっかりした財政基盤
を築くため工業団地の整備を行っていくことが大切です。

工業団地の開発可能性調査の内容は
令和８年度は区域の確定を目指した取り組みを想定している。令和７年度の調査で抽出された候補地の中から、可
能性の高い地区を対象として、地権者の人数や地目の種類などの土地の整理、及び各地権者が土地の活用にどの
ような意向を持っているか、アンケート等を活用して動向を把握する。また地区
を指定して説明会を実施する予定。
既に市内で営業されている企業に対しても、市外への移転を防ぐという観点から
も、用地拡大の意向など、改めてアンケートを実施する予定。

　令和６年度から開始した中学校の給食費無償化に加え、今年１月から小学校給食費の無償化を実施しています。小
学校は国からの交付金を活用しますが、中学校は市の一般財源で無償化しており、今後国による無償化が進むことが
期待されます。

令和７年第２回定例会において牛久市議会では国に対し、「中学校の無
償化の早期実施と既に無償化を実施している中学校給食費についても
無償化の対象にしてもらいたい」という内容の意見書を提出している。
牛久市教育委員会として、国へ無償化の対象となるような働きかけを
しているのか。
中学校給食費の無償化について、令和 7 年 11 月 19 日に国に対し、県
の市長会の要望として提出している。

小中学校の給食費無償化　２億 8882万円

うしくグリーンファームへの貸付金　1700万円
　市で出資設立したうしくグリーンファーム㈱は、市の補助金などにより赤字の補填をしながら経営改善を図ってき
ましたが、改善が厳しいと判断し農業部門から令和８年３月末で撤退しました。

会社の借入金について金融機関への返済の計画は。

農機具などの資産の売却についての考えは。

農業部門の撤退により会社本体の営業収入がなくなることから、金融機関への返済はもとより、農業部門の整理
期間中の運営経費の捻出ができない状況になり、経営に影響を及ぼす恐れがある。この状況を回避するため貸付
金 1,700 万円を計上。内訳は金融機関への一括返済額約 1,073 万４千円と、令和８年度の事務所等の運営経費及
び法人税等の税金など 626 万６千円。
グリーンファームが所有する農地の売却益と今後進める機械類の売却益で牛久市への貸付金の返済を検討している。

資産の売却方法について、土地は不動産鑑定等の資産評価をして入札等によって
売却を検討。売却先は幅広く公募する。また農機具の値付けは、農機具取扱店数
社に見積もりを依頼して予定価格等を設定。どのような形で売却するか検討が必
要になるが、これも入札によって公平性を確保した上で、市内の農業者を優先に
売却を考えていきたい。
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　施設の魅力向上及び新たな施設運営の財源確保のために、
牛久市初のネーミングライツ契約を締結し、牛久運動公園の
愛称が「茨城トヨタ　スポーツパークうしく」に決定しました。

パートナーの選定方法は。
公募を行ったところ、茨城トヨタ自動車㈱から年額 150
万円で５年間の申し込みがあった。市で検討した結果、
適正であると判断し契約を実施。今後の計画については、
ネーミングライツの対象となり得る施設の中から、大規模
改修等の予定を考慮しながら検討する。
※ネーミングライツ…施設などに企業名やブランド名などの名前を付ける権利を、一定期間・金額で企業が取得する権利のこと。

企業誘致を促進する　534万円

牛久運動公園にある野球場

公共施設運営のためにネーミングライツ（※）パートナーを募集　150万円（歳入）

　緊急通報装置は、簡単な操作で緊急事態を通報する装置のことで、牛久市では一人暮らしの高齢者または高齢者世
帯で病弱な方などに貸し出しを行っています。（利用の可否には審査があります。）

緊急通報装置設置事業が介護保険の事業になることでの変更点と事業の
内容は。
一般会計でこれまで行っていた緊急通報システムを貸与する事業の対象
者をそのまま引き継ぐ。変更点は、今までは特定通信会社の回線でのみ
使用可能だったが、他の回線でも使用できるようになる。また、直通で
稲敷広域通信司令部に繋がっていたものが、一旦オペレーターを介し、
緊急通報が必要か、または健康相談などで済むのかなど状況確認を行う
方式となる。市の財政面において、介護保険の地域支援事業になること
で、国の交付金の対象になる。

高齢者の見守り支援として緊急通報装置を設置　528万円

緊急通報装置

　栄町運動広場のトイレは老朽化が進み、また和式便器
の不便さから改修が望まれていました。令和８年度に改
修工事が始まります。

どのようなトイレになるのか。
バックネット裏にある建物の中の一部改修を行う。現
在、小便器２つと和式便器１つが設置されている男女
共用トイレを男女別に分けて、女性の方は洋式の便器
を設置。
男性の方も小便器及び洋式の便器を設置する。建物は
壊さずに中を改修する。

栄町運動広場のトイレを改修　483万円

栄町運動広場にある改修予定のトイレ

予算常任委員会
委員長　　藤田　尚美　　　副委員長　　磯山　和男

委　員　　石原　幸雄　　　　　　　　　柳井　哲也
　　　　　遠藤　憲子　　　　　　　　　杉森　弘之
　　　　　甲斐　徳之助　　　　　　　　伊藤　知子
　　　　　出澤　　大　　　　　　　　　水梨　伸晃
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